
































おいて、特に 19 世紀末から 20 世紀初頭に、ソロヴィヨフからブローク、
ベールイらによって、ソフィアのイメージとともに象徴化された。けれど























































































ることができる。1992 年から 1996 年は、シーニイがゴルボイの 1.5 倍程
度の頻度で現れるが、その後の 1997 年から 1999 年は、ほぼ同程度の割合
で現れる。そして 2000 年から 2001 年においては、シーニイがゴルボイの
2 倍の頻度で見られ、かつ、両方を含めた青は、年を経るごとに増してい
る。カザーリンは、ルィジイの創作期間を発展段階において五つの時期に
分けているが 12、本稿では青を軸に、上記の 3 段階に分け、1992 年から
































































つの青のイメージを露わにする。まず 1996 年の次の詩（«Над домами, 













































が あ ……」（«только пар, только белое в синем, / голубое и белое в 















«Где-то там далеко, где слоняются запахи леса…»）でも、 同様にシー

















かれた川の水で、山の中……」（«Водой из реки, что разбита на сто 
ручьев, в горах…»）（1997）では、本来は白い待雪草と雲が「同じ青い色」



























































そこには音楽があると語られる通り、この詩も、特に第 2 連、第 3 連
の豊かな脚韻を特徴としている。第 2 連では、1 行目の訳では「もの」と
なっている「ちょっとしたもの」«штучка» が（«Не особенно важная 






































































イワーノフの詩と呼応しているのは、次の詩（«Вышел месяц из 
тумана…»）である。2000 年から 2001 年と記されているが、2000 年 12
月 30 日から 31 日にかけての夜に謎の死を遂げた同郷の詩人ロマン・チャ
グーノフに寄せて書かれており、2001 年の詩と考えるのが妥当であろう。









































































このイワーノフの詩では、1 行目と 3 行目が女性韻、2 行目と 4 行目が男
性韻の交差脚韻で（«Им спокойно вместе, им блаженно рядом… / 
Тише, тише. Не дыши. / Это только звёзды над пустынным садом, 
/ Только синий свет твоей души.»)、ルィジイの詩も同様であるが（«Так 
и мы уйдём с экрана, – / не молчи в ответ. / Над могилою Романа / 
только синий свет.»）、どちらの詩においても、同じように豊かな脚韻















































ニイが繰り返される表現も見られる。それぞれ 1999 年と 2000 年の執筆と
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